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研究概要 

主に地球物理マッピング（船からの広域探査と AUV・潜水船などによる海底近傍高解像度
探査）の手法を用いて海嶺の拡大プロセスを研究し、多様な海洋底がどのように形成され

てきたのか、その構造と現象の多様性を規制しているのは何かを考えています。具体的に

は、マグマの供給が不足して地下深部物質が浅部に露出する海嶺や、ホットスポットの影

響で膨大な地殻が形成される場所など、極端な環境下で何が起こっているかを観測するこ

とにより、海嶺系の規制要因を検討しています。大河計画においては、イオウや水素の大

河を支える海底下の構造がどうなっているか（空間的なマッピング）を明らかにし、その

上でそれらがどのように進化してきたか（時間的な変遷、海域の背景の歴史）の推定を試

みます。 
解析手法 

1. 海底浅部の構造（火山や断層の分布）を調べる方法 

地形（水深）データ・サイドスキャン（海底音響画像）データの処理と図の作成、構造の

解釈と抽出、場合によっては統計的な分類 
2. テクトニクスの解明 

地磁気異常データの解析と解釈による海底拡大過程や海山形成過程の復元、地形・重力デ

ータとあわせた解釈による広域の海底構造進化の推定 
コラボレーションの提案例 
大きな時空間スケールであれば、テクトニックな背景の変化と進化がどう対応するかと

か？小さいスケールであれば海底構造に対して岩石・熱水の化学がどう対応しているか？ 
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